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　１１月５日、四国電力株式会社山田営業所高橋保

裕所長から香美市に、街路灯１０灯の目録が手渡さ

れました。これは、同社が毎年１０月に行っている

よんでんグループふれあい旬間（２０日～３１日）

の事業のひとつとして行われたもので、寄贈された

街路灯は、市内の各所に設置されました。

　香美市からは同社へ感謝状が贈られました。

　大宮小学校３年生の児童３９人が、１０月２９日か

ら１１月８日にかけて、菌床しいたけの栽培を体験し

ました。この体験事業は地産地消促進事業により、市

菌床生産センターの協力を得て、毎年大宮小学校で行

われているものです。

　１１月１０日には、自分たちで収穫したしいたけが

給食で出されました。
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菊
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菊
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岡
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そ
れ
と
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大
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日
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俳
句
・
短
歌
の
投
稿
方
法　

▼
投
稿
方
法
は
自
由
。
（
た
だ
し
、
ハ
ガ
キ
で
投
稿
の

場
合
、
一
人
一
枚
の
ハ
ガ
キ
で
５
句
（
首
）
以
内
）

▼
か
い
書
で
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
必
ず
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
俳
句
は
偶
数
月
、
短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。

掲
載
月
の
前
月
の
１
日
ま
で
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
誌
面
の
都
合
に
よ
り
掲
載
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
選
者
の
添
削
を
不
要
と
す
る
方
は
添
削
不

要
と
記
し
て
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
先
】
企
画
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局
「
俳
句
・
短
歌
」
係

〒
782

－

８
５
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）　

53

・

５
９
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８

FAX

手
に
乗
せ
て
明
日
刈
る
稲
穂
愛
し
む

　

今
年
も
災
害
に
も
遭
わ
ず
、
無
事
に
収
穫
の
秋
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
み
じ
み
と
そ
の
喜
び
を

噛
み
し
め
る
作
者
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
一
句
。

今
月
の
キ
ラ
リ

しいたけできたしいたけできたしいたけできたしいたけできたしいたけできた


